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宮城県農林水産部畜産課

平成29年度畜産施策の基本方針と主要施策

Ⅰ　基本方針
本県の畜産は、本県農業産出額のうちの約43％を占め、農業部門の第一位まで成長するとともに、安全で
良質な畜産物を消費者に安定的に供給する畜産主産県としての地位を確立しています。
一方、現時点ではTPP（環太平洋経済連携協定）の協定発効は不透明となったものの、今後輸入畜産物の
増加による畜産経営への影響が予想されるなど畜産を取り巻く環境は厳しい状況が続いております。
さらに、平成23年３月に発生した東日本大震災は、地震及び津波被害として県内の畜産関連施設等に約50
億円の被害を及ぼしました。加えて、東京電力福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の飛散は、本県
畜産業へ甚大な被害を与え、６年を経過した現在でも牧草や牛肉等畜産物の安全性の確認等は不可欠であり、
畜産経営全体への影響は大きなものがあります。
このため、一日も早い生産基盤の復旧と競争力のある経営の実現を目指して、国、市町村、畜産関係団体
との連携を一層強化し、富県戦略の一翼を担う産業として、良質で安全・安心な畜産物の安定供給に向け、
次の重点項目を掲げ施策を展開します。

○ 畜産生産基盤の復旧及び営農再開支援
○ 儲かる畜産経営の実現
○ 畜産基盤の整備によるにぎわいのある農村への再生
○ 原発事故による影響への対応

また、今年９月に本県で開催される第11回全国和牛能力共進会宮城大会に向け、円滑な大会運営のために、
実行委員会事務局による各種取組とあわせて、県としても万全の準備を行っていきます。あわせて、出品牛
の上位入賞を目指した指導及び本県肉用牛の魅力を全国に発信していく取組を実施していきます。
Ⅱ　主要施策
【１　畜産生産基盤の復旧及び営農再開支援】

畜産生産基盤の早期復旧や畜産経営再開に向けた支援、畜産生産体制の整備、復興に係る事業を展開し、
震災からの畜産の生産力回復や災害に強い畜産業への支援体制づくりを推進し、畜産生産基盤の早期復旧
と復興を図ります。

○ 東日本大震災農業生産対策事業
畜産経営の早期再生のため被災した畜産施設の再編整備とあわせて優秀な種畜の導入などへ支援し、

畜産生産基盤の整備を実施します。
○ みやぎの子牛生産基盤復興支援事業
肉用子牛生産基盤の強化と生産性の向上を図るため「勝洋」号等の新規基幹種雄牛産子の優良雌子

牛の県内保留を支援し、本県肉用牛の復興と経営の規模拡大を推進します。
【２　儲かる畜産経営の実現】

儲かる畜産経営を実現するため、実需者を意識した畜産物の生産体制や「仙台牛」に代表される “食材
王国みやぎ” の畜産物ブランドの推進、家畜改良による生産性向上や畜産新技術の開発普及を推進し、新
たな時代の畜産業の構築を図ります。
また、地域単位等で協議会を組織し、地域課題の検討、地域の将来計画の策定を行い、その計画の実現

のため畜産クラスター事業等を活用し、収益性の高い畜産経営体を育成していきます。
○ 第11回全共宮城大会推進事業
今年９月に宮城県で開催される第11回全国和牛能力共進会の運営を円滑に行うため、大会実行委員

会事務局と連携し、万全の準備を進めていきます。
○ 家畜改良促進事業
本県出品牛が優秀な成績を収めるための調教対策を実施するとともに出品牛の輸送等に対して支援

を実施します。
○ みやぎの肉用牛イメージアップ事業
本県産牛肉に対する原発事故による風評の払拭とあわせて消費拡大対策を実施していきます。特に

今年は、全共宮城大会開催とあわせて取組を実施することにより、仙台牛をはじめとした優秀な県産
牛肉ブランドを全国へ発信する絶好の機会であり、全共期間中の集中したPRも実施します。

（1）儲かる肉用牛経営の実現
「好平茂」号「勝洋」号に続く優秀な種雄牛造成、産肉や繁殖能力に優れた高能力雌牛群の整備、受精
卵移植技術の活用、肉用子牛価格の安定、畜産経営技術の高度化や試験研究成果の実証を展開し、収益
性の高い肉用牛経営の実現を図ります。

○ みやぎの肉用牛パワーアップ事業
肉用牛の担い手を確保し、繁殖生産基盤を維持・回復させるためには、繁殖・分娩・飼養管理等

の労働環境整備が重要であり、このために必要な労力軽減対策機器等の導入を支援します。
○ トップブランドに向けた「仙台牛」の差別化事業
「仙台牛」のおいしさの化学的特徴を明らかにする取組を行っていきます。また、同時に繁殖牛と
肥育牛の遺伝子検査を実施し、遺伝子評価指標を実用化し、遺伝子評価と受精卵移植技術を活用し、
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和牛の改良進度の向上を図っていきます。
○ 肉用牛集団育種推進事業
繁殖農家、肥育農家の協力を得て優れた種雄牛造成を行います。さらに、能力の高い繁殖雌牛群

整備により優良産子を生産するとともに、高品質のブランド牛肉「仙台牛」の産地形成を推進します。
（2）活力ある畜産の復興

乳用牛の生産能力を高めるための牛群検定の普及・指導強化や、ゆとりある酪農経営実現のためのヘル
パー事業への支援を実施していきます。また、宮城県独自の優良種豚の供給、輸入飼料高騰対策として
自給粗飼料の生産推進や家畜生産性向上等の事業を展開し、競争力のある畜産基盤の整備を推進します。

○ 乳用牛群検定指導強化事業
乳用牛群検定指導員を対象とした研修会の開催や効果的な検定実施体制の整備及び受精卵関連技

術を活用した高能力乳用牛の生産を推進します。
○ 酪農ヘルパー事業運営強化対策事業
酪農ヘルパーの利用を促進し、ゆとりある持続性の高い酪農経営の実現を図ります。

○ 優良種豚選抜推進事業
系統豚「しもふりレッド」、「ミヤギノＬ２」の養豚農家に対する種豚等の供給を通じて、養豚農

家経営の安定化を図ります。
○ 飼料価格高騰対策支援事業
輸入飼料価格高騰への対応として、稲ホールクロップサイレージや飼料用米の利用促進、食品残渣

など未利用資源の飼料化（エコフィード）の拡大及び家畜生産性の向上による低コスト化を推進します。
（3）安全な畜産物の生産支援

BSEや高病原性鳥インフルエンザをはじめとする家畜伝染性疾病の発生予防とまん延防止を図るため、
各種検査や飼養衛生管理基準遵守の徹底指導を行い、健康な家畜の生産及び安全・安心な畜産物の安定
供給を推進します。
また、飼料の安全性の確保及び品質の改善に関する法律に基づく飼料製造工場や販売店への立入検査

を実施するとともに、動物用医薬品の取締指導を行い、適正な利用を推進します。
○ 家畜伝染病予防事業
BSEや高病原性鳥インフルエンザをはじめ、牛・豚・鶏・馬・みつばち等の各種伝染性疾病の検

査及びこれに関連する防疫対策を行い、家畜伝染病の発生予防とまん延防止を図ります。
（4）畜産新技術の開発・普及

畜産分野における試験研究環境を整備し、国内外の産地との競争力強化や自給飼料確保による生産性
向上や新たな畜産技術の開発と普及を推進します。

○ 県単独試験研究費・受託試験研究費
本県の特色を活かした畜産物の生産性向上と高品質化のための手法として、牛の受精卵移植技術

の活用や育種素材の遺伝子解析技術の開発に取り組みます。
また、国との連携により、各畜種の生産性向上、家畜ふん尿の効率的な処理、飼料作物の増収技術等、

新技術の研究開発を推進します。
【３　畜産基盤の整備によるにぎわいのある農村への再生】

生産基盤や畜産関連施設の整備を行い、地域の核となる畜産経営体を育成し、活力ある農村の再生を図
ります。

○ 資源リサイクル畜産環境整備事業
広域たい肥センターのうち老朽化の進んだ施設・機械等について、機能保全と長寿命化を図るため

の計画に基づいた対策工事を実施していきます。
○ 畜産基盤再編総合整備事業
飼料基盤及び農業用施設等整備の実施による効率的な飼料生産基盤の確立・飼料自給率の向上・自

然循環機能維持促進を図るための基本計画策定を実施します。
【４　原発事故による影響への対応】

安全な畜産物の生産体制を確立するため、原発事故による県内畜産物への放射性物質の影響を把握し、草
地土壌等の反転耕や施肥管理指導、給与自粛牧草等の管理指導、牛肉の出荷円滑化などの取り組みを図ります。

○ 給与自粛牧草等処理円滑化事業
放射性物質に汚染された稲わらについて、最終処分されるまでの間、適切に一時管理を実施するため、

一時管理施設の保守点検・施設補修等の維持管理を実施していきます。
○ 草地土壌放射性物質低減対策事業
放射性物質に汚染され暫定許容値を超える牧草が生産された地域において、土壌の放射性物質低減

を図り、安全な牧草生産へ向けて草地の反転耕等による除染の取組を推進します。
○ 放射性物質影響調査事業
原発事故に起因する粗飼料・畜産物等の放射性物質を測定し、安全・安心な畜産物の生産に資する

とともに、放射能の影響を低減するための飼料の栽培管理等の指導を行います。
○ 肉用牛出荷円滑化推進事業
本県産牛肉の安全性を確保するため、県内外の食肉市場に出荷される全ての県産牛について、放射

性物質検査を実施します。
（企画管理班　菊地　武）
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NAR 地 方 競 馬 全 国 協 会 岩手競馬（盛岡・水沢開催）4・5月　開催予定表

※開催期間中の重賞レース
・4/1（土）第42回岩手日報杯スプリングカップ  ・4/2（日）第42回あやめ賞  ・4/8（土）第42回赤松杯  ・4/23（日）第17回留守杯日高賞
・4/30（日）第30回やまびこ賞  ・5/7（日）第42回シアンモア記念  ・5/14（日）第22回はまなす賞  ・5/20（土）第18回あすなろ賞  ・5/28（日）第11回サファイヤ賞

水　沢 水　沢 水　沢 水　沢 盛岡

盛　岡 盛　岡 盛　岡 盛　岡盛岡

農林水産省は12月16日に平成29年度の酪農・畜産物政策価格を決定しました。また経営安定関連対策も12
月に決定しており、畜種ごとの特性に応じた経営の安定を支援する対策が措置されました。

１．酪農関係対策
加工原料乳を対象に、生産者へ補給金を交付する加工原料乳生産者補給金制度が引き続き実施されます。
平成29年度からは、生クリーム等の液状乳製品を対象に追加し、乳製品毎に設定されていた補給金単価が一
本化されます。
また、「加工原料乳生産者経営安定対策事業」も継続実施されます。この対策は、加工原料乳の取引価格が
補てん基準価格である全国の直近３年間の平均取引価格を下回った場合に、生産者と国の積立金から、その
差額の８割が補てん金として交付されます。

２．肉用牛関係対策
29年度も引き続き「肉用牛肥育経営安定特別対策事業」が実施され、原則として四半期ごと（当面は月毎）
の肥育牛１頭当たりの粗収益が生産コストを下回った場合に、生産者と国の積立金からその差額の８割が補
てん金として交付されます。
また、肉用子牛生産者補給金制度が継続実施されます。この制度は、肉用子牛の四半期毎の売買価格が保
証基準価格を下回った場合に生産者に対して生産者補給金を交付し、さらに合理化目標価格を下回った場合
は、下回った額の９／10が補給金として交付されます。肉用子牛生産者補給金制度を補完する対策として、
「肉用牛繁殖経営支援事業」も継続実施されます。肉用子牛の四半期毎の平均売買価格が家族労働費の８割を
補償するものとして設定される発動基準を下回った場合、当該四半期に販売又は自家保留された肉用子牛を
対象として、差額の３／４が補てんされます。発動基準は品種ごとに異なり、黒毛和種46万円、褐毛和種42
万円、その他の肉専用種30万円となります。

３．養豚関係対策
「養豚経営安定対策事業」が29年度も実施されます。この対策は、粗収益と生産コストを四半期毎に算定し、
粗収益が生産コストを下回った場合に、生産者と国の積立金からその差額の８割が補てん金として交付され
ます。
また、養豚経営安定対策事業を補完する対策として、「養豚経営安定対策補完事業」が実施されます。この
対策は、産子数や飼料効率の向上などによる生産コストの低減を図るために必要となる純粋種豚等の導入を
支援します。純粋種豚の導入には生体の場合10万円／頭、精液の場合１万円／本が上限として、Ｆ１母豚の
導入には両方の親が種豚登録されている場合に限り、一経営体当たり30頭を上限として、２万円／頭を上限
として交付します。

４．採卵養鶏関係対策
「鶏卵生産者経営安定対策事業」が29年度も実施されます。この対策は、鶏卵の標準取引価格（月毎）が補
てん基準価格を下回った場合、生産者と国の積立金からその差額（補てん基準価格と安定基準価格の差額を

「平成29年度酪農・畜産物政策価格及び経営安定対策が決定しました」

宮城県農林水産部畜産課
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上限とする）の９割が補てんされます。さらに通常の季節変動を超えて鶏卵の標準取引価格（日毎）が大幅
に下落した場合に、成鶏の更新に当たって長期の空舎期間を設ける取り組みを行った場合、奨励金が交付さ
れます。奨励金単価は、210円以内／成鶏１羽です。

５．平成29年度酪農・畜産物政策価格

１　加工原料乳生産者補給金単価及び交付対象数量
平成29年度※

補 給 金 単 価 10.56円／㎏
交 付 対 象 数 量 350万トン

※�加工原料乳生産者補給金等暫定措置法施行令（昭和40年政令第338号）改正後に、食料・農業・農村政策審議
会への諮問・答申を経て正式に決定されます。

２　指定食肉の安定価格
（独）農畜産業振興機構の需給操作等を通じて、安定上位価格と安定基準価格の間である安定価格帯の
幅の中に卸売価格を安定させる指定食肉の価格安定制度が実施されます。	（単位：円／㎏）

平成29年度 対前年度増減

牛 肉
安定上位価格 1,215 60
安 定 基準価格 900 10

豚 肉
安定上位価格 595 △ 5
安 定 基準価格 440 △ 5

３　指定肉用子牛の保証基準価格及び合理化目標価格	 （単位：円／頭）

平成29年度 対前年度増減

保 証 基 準 価 格

黒 毛 和 種 339,000 2,000
褐 毛 和 種 309,000 2,000
その他の肉専用種 221,000 1,000
乳 用 種 136,000 3,000
交 雑 種 210,000 5,000

合 理 化 目 標 価 格

黒 毛 和 種 282,000 2,000
褐 毛 和 種 259,000 2,000
その他の肉専用種 150,000 1,000
乳 用 種 93,000 3,000
交 雑 種 152,000 5,000

４　鶏卵の補てん基準価格及び安定基準価格	 （単位：円／㎏）

平成29年度 対前年度増減
補 て ん 基 準 価 格 187 △ 2
安 定 基 準 価 格 165 △ 4

（企画管理班　齋藤　誠）
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アカバネ病と牛炭疽予防接種の実施について
一般社団法人　宮城県畜産協会

繁殖雌牛の増頭に資する簡易牛舎の整備について
〜 平成28年度肉用牛経営安定対策補完事業 〜

一般社団法人　宮城県畜産協会

４月から６月にかけて、アカバネ病と牛炭疽の予防接種を実施しております。
まだ接種の申し込みをされていない方は、最寄りの市町村、農協、酪農協にお申込み下さい。

【注射料金】
アカバネ病　　　１頭　2,100円
牛炭疽　　　　　１頭　   640円

【アカバネ病】
妊娠中の牛が、ウシヌカカ等の吸血昆虫（蚊など）によりウイルス感染し、流産や胎児の奇形を引き起こす病
気です。
発生してからでは治療法がないので、年１回のワクチン接種が最も効果のある予防法です。

【牛炭疽】
炭疽菌という細菌がもたらす人獣共通の伝染病です。
急性の伝染病で、突然高熱を発し、口や鼻からタール様出血が見られ、１〜３日後に死亡します。
口蹄疫とは違い、年１回のワクチン接種により、発生を未然に防止することができます。
県内では、主に乳用牛を中心に予防接種を実施しています。

【注意点】
分娩前後や、体調不良の牛等については、獣医師と相談の上、接種するようにしてください。

（家畜衛生課　佐藤　尚）

本事業は、繁殖雌牛増頭の取組等を支援し肉用牛生産基盤の強化を図る目的で、独立行政法人農畜産業振
興機構の補助を受け、本協会が事業実施団体として実施しております。
その中で、繁殖雌牛の増頭に資する簡易牛舎の整備は、パイプハウス牛舎及び器具機材を農協等が取得し、
当該生産者と貸付契約を締結する場合、1/2以内を補助する事業です。
平成28年度では全農宮城県本部とJA加美よつばが取り組み、合計15棟を建設いたしました。
事業実施のご希望がある場合には、最寄りの農協にお問い合わせください。

簡易牛舎整備の要件
① 面積はパイプハウス牛舎の場合500㎡以下
② ウオーターカップ等の器具機材の個数は、繁殖牛増頭数を上限
③ 牛舎の㎡当たりの単価は２万円以下（税抜）、（器具機材は含まず）
④ 繁殖牛増頭１頭当たりの面積は13㎡以下（５年後の増頭数に応じた面積）

（経営支援課　伊藤利樹）美里町にて設置された牛舎
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平成28年度経営者セミナー及び中核畜産農家経営支援研修会
盛会裏に終了!!

一般社団法人　宮城県畜産協会

みやぎモーモー母ちゃんの集い　開催報告
〜 平成28年度畜産経営高度化推進事業（畜産経営者交流会） 〜

一般社団法人　宮城県畜産協会

平成29年２月28日（火）、大崎市古川「パレットおおさき　生涯学習センター」において標記研修会を（一
社）宮城県畜産協会・NOSAI宮城の共催で開催いたしました。当日は肉用牛生産者及び関係団体など186名の
ご出席をいただきました。
講師に北里大学　獣医学部獣医学科大動物臨床学准教授 

農学博士　高橋文昭先生をお迎えし、「和牛子牛の飼養管理
と疾病予防について」ご講演を賜りました。
「普遍的な良い子牛の育成のための要素」として、分娩前
の母牛の管理、特に、分娩に向けての準備や子牛が生まれて
からの初乳の重要性について講演をいただきました。
【分娩に向けての準備】〜妊娠母牛の管理〜
　① エサを極端に減らさない。
　② 牛舎の衛生的な環境を保つ。
　③ ワクチン等の予防接種。
　④ 駆虫の実施。
　⑤ 飼養環境やエサの中身を急激に変えない。
　⑥ 分娩予定日の確認と母牛の観察。
　⑦ 初乳製剤や分娩に必要なものの準備。
生産者サイドで行える「十分な準備」と「母牛を含めた観察」が今後とも事故を減らすポイントとおっ
しゃっていました。
最後に、アンケート結果から「研修会の必要性」への回答が95％と非常に高く、今後も経営の一助としてこの

ような研修会を企画してまいりますので、多数のご参加をいただきますようお待ちしております。
（経営支援課　芳賀　巧）

平成29年３月10日（金）、みやぎ総合家畜市場　生産者控
室を会場に、県内の元気なモーモー母ちゃん等27名が集ま
りました。
東日本大震災で犠牲になった方々に対し、哀悼の意を込
め、黙とうをささげた後、恒例の一分間スピーチを参加者
全員からいただきました。
その後、『私の大

お お ぼ ら

母欲吹き』と題し、大崎市　鈴木琴江さ
ん、栗原市　千葉たぢ子さんから今後の目標や私欲など「ほ
ら」を交え面白おかしく紹介いただきました。
基調講演では、NOSAI宮城　仙南家畜診療センター　損
防課　課長補佐　川名晶子先生より「経営を守るワクチン
接種の重要性」と題して講演をいただき、ワクチンの語源
や免疫の仕組を物語を交え丁寧に紹介いただきました。
川名先生から「ワクチンは転ばぬ先の杖である」との言葉に参加者一同目を輝かせていました。
最後に、全国和牛能力共進会宮城大会終了後、平成29年９月11日〜12日に【全国モーモー母ちゃんの集い】
を本県で開催することとなりました。詳細については本紙（畜産みやぎ）でも紹介いたしますが、多くの方
の参加をいただければ幸いと思います。

＝ 全国の牛飼い母ちゃんとの素敵な出会いへ！　この指止まれ ! !＝

講演会風景

講師の高橋文昭先生

（経営支援課　芳賀　巧）
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〈畜試便り〉

枯草菌給与による乳房炎発症の緩和について
宮城県畜産試験場

乳用牛病傷事故原因における最大の課題である乳房炎は、乳質ならびに泌乳量の低下を招く疾病であり、
乳房炎による経済的な損失は年間1000億円と推定されています。現在、乳房炎治療の多くが抗生剤を用いた
治療を中心に行われており、その削減は今日の獣医畜産領域において重大な課題となっていますが、治療に
用いられる抗生剤の削減は治療費の軽減になることに加え、乳製品という観点からは消費者に与える畜産物
の安全性と安心感は計り知れません。
畜産試験場では乳房炎の発症予防あるいは早期治癒へ誘導するには、乳腺粘膜免疫の賦活化が不可欠であ
ると考え、「プロバイオティック飼料」を給与して腸管粘膜免疫を刺激し、乳腺粘膜免疫の活性化が誘導でき
ないか研究を行ってきました。そこで、「プロバイオティック飼料」としてアサヒカルピスウェルネス（株）
が販売する枯草菌含有飼料添加物「カルスポリン」（Bacillus subtilis C-3102 株を有効成分）を選定して乳房
炎発症に及ぼす影響を解析し、「カルスポリン」給与が乳房炎を出産直後に毎年繰り返し発症する牛の乳房炎
発症を緩和することを見出しましたので報告します。
過去に乳房炎発症履歴のあるホルスタイン種経産牛を供試し、給与区では分娩予定日１ヶ月前から「カル
スポリン」を６×109個／頭／日給与したところ、乳房炎発症履歴のある牛への「カルスポリン」の給与は、
乳房炎発症を有意に減少させることが確認され、「カルスポリン」（図
１）は乳房炎発症の緩和効果を有することが分かりました（表１, ２）。
また、乳房炎を出産直後に毎年繰り返し発症する牛の末梢血中免疫担
当細胞の発現割合解析を行い、非給与区において乳房炎を発症した牛
では出産直後から血中樹状細胞の割合が低値となり、カルスポリン給
与区の発症の緩和が確認された牛では血中樹状細胞の発現が高いこと
が分かりました（未公表）。
飼料添加物として給与された「カルスポリン」は、胃で消化されること無く腸管に到達し腸内の有用菌（ビ
フィズス菌と乳酸菌）を増加させ、腸内細菌叢を最適化します。
「カルスポリン」給与は乳房炎の発症を全くなくす方法ではなく、症状を緩和させる方法であることを申し
添えます。
本成果は東北大学とアサヒカルピスウェルネス株式会社との共同研究により得られたものです。

表１　対照区における前乳期、今乳期（今回の試験の乳期）乳房炎発症比較
乳期 乳房炎発症回数 投薬日数 出荷停止日数
前乳期 0.5±0.2 4.7±2.6 9.9±5.0
今乳期 0.9±0.3 4.8±2.4 10.9±4.4
危険率 P＝0.40 P＝0.78 P＝0.76

（分娩後３ヶ月間の比較）

表２　給与区における前乳期、今乳期乳房炎発症比較
乳期 乳房炎発症回数 投薬日数 出荷停止日数
前乳期（非給与） 1.3±0.2 6.9±1.8 21.0±4.1
今乳期（給与） 0.4±0.2 3.4±1.8 5.1±2.6
危険率 P＝0.02 P＝0.15 P＝0.01

（分娩後３ヶ月間の比較）

図１　Bacillus subtilis　C-3102

（酪農肉牛部乳牛チーム　小林宏子）
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私の家では酪農を行ってい
ます。兄が家を継いでいるの
で、私は自家就農ではなく、
就職をしたいと考えていま
す。幼い頃から牛舎に遊びに
行き、牛の世話を手伝ってい
るうちに両親がやっていた酪
農に興味を持ち始めました。

このため、さらに酪農についての専門的な知識や技
術を身につけたいと思い、宮城県農業大学校に入学
しました。１学年時には畜産に関する基本的な事項
を学びました。授業だけではまだまだ理解しきれて
いないことが多々あるので、しっかりと復習し、また
積極的に先生に質問していき、畜産についての知識
を深めていきたいと思います。
１学年時には、県内農家にて泊まり込みで１ヶ月
間研修を行う先進農業体験学習がありました。私は
仙台市の酪農家にお世話になり、牛の飼養管理を中
心に様々なことを経験させていただきました。中で
も印象に残っているのは直腸検査です。複数の牛で
行わせていただき、卵巣の位置や卵胞の状態などを
教えていただきました。何頭か行ううちに自分でも
卵胞の位置が分かるようになり、農家さんから褒め
ていただきました。
２学年では人工授精師の資格取得に向けた講義・
実習が多くなってきます。先進農業体験学習の研修
先の農家さんから褒められたこともあり、一流の人
工授精師になれるよう練習を重ねていきたいと思い
ます。
また、卒業プロジェクト課題研究も本格的に始ま

りますが、先進農業体験学習の際に、研修先で使用
していた混合飼料（TMR）に興味を持ちました。研
修先では、決まった配合で作製させたTMRを給与し
ていましたが、濃厚飼料と粗飼料の割合や飼料の種
類を変えることで、乳質や乳量にどのような影響が
でるのか疑問がわきました。このため、TMRに関す
る研究を行いたいと考えています。
私は将来、酪農関係の仕事に就きたいと思ってい

ますが、これからの農業を生きるためには酪農だけ
でなく、農業全体に広い視野を向けることが必要だ
と思います。農業大学校での生活も残り１年となり
ましたが、酪農に関する技術・知識を高めるだけで
なく、他分野についても多くのことにチャレンジして
いきたいと思います。

〈農業大学校生の抱負〉

私の目標
宮城県農業大学校畜産学部

天野　秀人

〈衛生便り〉

埋却地等の準備をしておきましょう

東部地方振興事務所畜産振興部

口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザなどの家畜伝

染病の発生やまん延を防止するために、畜産農家の

皆さんが守る基準として、家畜伝染病予防法で「飼

養衛生管理基準」が、定められています。

この基準の一つに「埋却地等の準備」があります。

これは、万が一、伝染力の強い家畜伝染病が発生し

た際、近隣の畜産農家への伝播を防ぐためには、家

畜の死体・汚染された飼料やたい肥などを、早急に

埋却・焼却や化製処理を行い、病原体を封じ込める

ことが必要だからです。

家畜伝染病が発生してから埋却地が確保されてい

ない、焼却や化製処理の準備も検討していない状況

では、スムーズな防疫対策を取ることができず自ら

の農場だけでなく、他の畜産農家に対しても甚大な

影響を及ぼします。

また発生時、法律に基づき家畜を殺処分すると国

から手当金が交付されますが、埋却地等の準備に取

り組んでいない場合は、手当金が交付されない。又

は、減額されることになります。

埋却地等の準備については、畜産農家の皆さんか

ら年１回の定期報告書で、家畜の頭羽数や飼養衛生

管理基準の遵守状況を報告していただいでおります

が、毎回「埋却地なし」と報告している方は、速や

かに飼養頭数に応じた埋却地等の準備に向けて取り

組みを行ってください。

埋却地等の準備についてご不明な点がある場合

は、最寄りの家畜保健衛生所又は畜産振興部にお問

い合わせください。

（畜産振興班　石橋拓英）
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地方競馬全国協会からのご案内
「地方競馬の馬主になりたい！」という方は地方競馬全国協会までご連絡下さい。
地方競馬の馬主登録制度についてご案内いたします。
なお、地方競馬の馬主情報については、地方競馬サイト（http://www.keiba.go.jp/）でもご覧になれます。

（担当：審査部登録課　電話０３－３５８３－２１４２）

〈全共便り〉
第11回全国和牛能力共進会宮城大会に向けて

第11回全国和牛能力共進会宮城県実行委員会

（上段：千葉和義　中段：鈴木　学　下段：丹野英司）

県内各地区では、全共を目指す出品候補牛の手入れや調教が着々と進められています。このほど、それら
候補牛から宮城県代表を決定する最終選考会が、下記日程のとおりみやぎ総合家畜市場を会場として開催さ
れることになりました。また、県最終選考会に向けた選抜会も各地で続々と開催されますので、それぞれの
地区から１頭でも多く全共へ出品できるよう取り組みをお願いいたします。

記
種牛の部出品牛県最終選考会　平成29年６月17日（土）〜18日（日）
肉牛の部出品牛県最終選考会　平成29年７月28日（金）　　　　　

第11回全共に出品する宮城県代表の最終選考会について

実行委員会では、全共宮城大会の会場内において、生産物処理加工機械器具や生産諸資材等を展示・販売
できる「企業・団体PRエリア」に御出展いただく方を募集しています。
ブースは、屋内パーテーション組み（間口４ｍ×奥行き３ｍ）、屋外：テント有り（間口5.4ｍ×奥行き3.6ｍ）
／テント無し（間口６ｍ×奥行き４ｍ）で出展料金はいずれも５日間で24万円（税別）となります。
大会には、39万人もの来場が予想され、畜産・農業関係者はもとより、多くの一般来場者も見込まれるこ
とから、この大会を販路拡大や情報発信等の絶好の機会と捉えていただき、積極的にご出展いただきますよ
うお願い申し上げます。
詳しくは、上記の大会ホームページをご覧ください。

企業・団体PRエリアの出展事業者の募集について

全共本番に向け、関係者向けの情報はもちろん、全国からご
来場の皆さまに向けて豊富なコンテンツで大会の魅力を発信し
ます。また、大会当日の公式発表・速報も発信するほか、交通
情報もこちらでお伝えします。情報は随時更新し充実してまい
りますので、日々のアクセスをお願いいたします。

ＵＲＬ 　http://www.zenkyo-miyagi .com/

オフィシャルホームページを開設しました
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〈人の動き〉
宮城県
退職（平成29年３月31日付）	 北部地方振興事務所栗原地域事務所畜産振興部長兼北部家畜保健衛生所次長	 小堤　知行
	 大河原家畜保健衛生所技術副参事兼次長（総括担当）（食の安全安心担当）兼大河原地方振興事務所	 岸田　忠政
	 北部家畜保健衛生所技術次長（班長）兼北部地方振興事務所	 豊島　たまき
	 仙台家畜保健衛生所主任主査	 石澤　勝嘉
	 北部家畜保健衛生所技師	 鈴木　千尋

平成29年４月１日付
新 旧 氏　名

畜産課監視伝染病対策専門監 仙台家畜保健衛生所技術副参事兼次長（総括担当）（食の安全安心担当）兼仙台地方振興事務所 齋藤　　裕
畜産課技術補佐（班長） 北部家畜保健衛生所技術次長（班長）兼北部地方振興事務所 中條　　満
畜産課技術補佐（班長） 東部家畜保健衛生所技術次長（班長）兼東部地方振興事務所登米地域事務所 清水ゆう子
畜産課技術主幹 畜産課主任主査 植田　郁恵
畜産課技術主査兼全国和牛能力共進会推進室 畜産課技術主査 鈴木　　歩
畜産課技術主査 仙台家畜保健衛生所技術主査兼仙台地方振興事務所 佐沢　公子
畜産課兼全国和牛能力共進会推進室 北部家畜保健衛生所兼北部地方振興事務所 佐藤　文恵
大河原家畜保健衛生所長兼大河原地方振興事務所畜産振興部長 東部家畜保健衛生所長兼東部地方振興事務所登米地域事務所畜産振興部長 山田　稲生
大河原家畜保健衛生所技術主幹兼大河原地方振興事務所兼全国和牛能力共進会推進室 畜産試験場主任研究員 遠藤　　潤
大河原家畜保健衛生所兼大河原地方振興事務所 （新規採用） 橋本　佳奈
大河原家畜保健衛生所兼大河原地方振興事務所 （新規採用） 後藤　　庸
仙台家畜保健衛生所長兼仙台地方振興事務所畜産振興部長 北部家畜保健衛生所長兼北部地方振興事務所畜産振興部長 大場　　実
仙台家畜保健衛生所技術副参事兼次長（総括担当）（食の安全安心担当）兼仙台地方振興事務所 東部地方振興事務所畜産振興部次長（総括担当）（食の安全安心担当）兼東部家畜保健衛生所 西　　清志
仙台家畜保健衛生所兼仙台地方振興事務所 畜産試験場兼食肉衛生検査所 佐久間晶子
仙台家畜保健衛生所技術主査 （再任用） 岸田　忠政
仙台家畜保健衛生所兼仙台地方振興事務所 （新規採用） 中村健太郎
仙台家畜保健衛生所兼仙台地方振興事務所 （新規採用） 佐伯　悠季
北部家畜保健衛生所長兼北部地方振興事務所畜産振興部長 東部地方振興事務所畜産振興部長兼東部家畜保健衛生所次長 柴崎　卓也
北部家畜保健衛生所技術次長（班長）兼北部地方振興事務所 畜産試験場上席主任研究員 鶴田　　昇
北部家畜保健衛生所技術次長（班長）兼北部地方振興事務所 大河原家畜保健衛生所技術主幹兼大河原地方振興事務所 國井　　洋
北部家畜保健衛生所主任主査兼北部地方振興事務所 仙台家畜保健衛生所主任主査兼仙台地方振興事務所 竹田百合子
北部家畜保健衛生所兼北部地方振興事務所 （新規採用） 矢田　絢子
北部地方振興事務所栗原地域事務所副所長（技術担当） 農林水産部技術参事兼畜産試験場長 鹿野　裕志
北部地方振興事務所栗原地域事務所畜産振興部長兼北部家畜保健衛生所次長 畜産課監視伝染病対策専門監 大久　範幸
北部地方振興事務所栗原地域事務所兼北部家畜保健衛生所 （新規採用） 齋藤　拓海
東部家畜保健衛生所長兼東部地方振興事務所登米地域事務所畜産振興部長 大河原家畜保健衛生所長兼大河原地方振興事務所畜産振興部長 伊藤　　敦
東部家畜保衛生所次長（総括担当）（食の安全安心担当）兼東部地方振興事務所登米地域事務所 畜産課技術補佐（班長） 早坂　駿哉
東部家畜保健衛生所技術主幹（班長）兼東部地方振興事務所登米地域事務所 東部家畜保健衛生所技術主幹兼東部地方振興事務所登米地域事務所 網代　　隆
東部家畜保健衛生所兼東部地方振興事務所登米地域事務所 （新規採用） 狩野　将輝
東部家畜保健衛生所兼東部地方振興事務所登米地域事務所 （新規採用） 渡部　祐未
東部地方振興事務所畜産振興部長兼東部家畜保健衛生所次長 東部家畜保健衛生所技術副参事兼次長（総括担当）（食の安全安心担当）兼東部地方振興事務所登米地域事務所 日野　正浩
東部地方振興事務所畜産振興部次長（総括担当）（食の安全安心担当）兼東部家畜保健衛生所 畜産課技術補佐（班長） 菊地　　武
東部地方振興事務所畜産振興部技術次長（班長）兼東部家畜保健衛生所 大河原家畜保健衛生所技術次長兼大河原地方振興事務所 安達　芳則
畜産試験場長 仙台家畜保健衛生所長兼仙台地方振興事務所畜産振興部長 松田　悦子
畜産試験場上席主任研究員 畜産課技術補佐 菅原　賢一
畜産試験場上席主任研究員 東部地方振興事務所畜産振興部技術次長（班長）兼東部家畜保健衛生所 日野　義彦
畜産試験場上席主任研究員 畜産試験場主任研究員 及川　俊徳
畜産試験場副主任研究員 畜産試験場研究員 矢島　りさ
畜産試験場技師（農場業務主任） 畜産試験場 尾形　　敏
畜産試験場技師（農場業務主任） 畜産試験場 門脇　裕司
全国和牛能力共進会推進室副参事兼室長補佐（総括担当） 全国和牛能力共進会推進室長補佐（総括担当） 丹野　英司
環境生活部環境政策課主幹兼経済商工観光部産業立地推進課 畜産課主幹 太田満嘉子
北部地方振興事務所栗原地域事務所農業振興部技術主幹兼栗原農業改良普及センター 北部地方振興事務所栗原地域事務所畜産振興部技術主幹兼北部家畜保健衛生所 小野寺伸也
人事委員会事務局総務課主任主査 畜産課主査 佐々木克敏
環境生活部食肉衛生検査所技術主査 大河原家畜保健衛生所技術主査兼大河原地方振興事務所 岡野　　純
栗原地方ダム総合事務所主査 畜産試験場主査兼農業大学校 狩野　和彦
気仙沼地方振興事務所 畜産課 齋藤　　誠

平成29年４月１日付
新 旧 氏　名

管理部付（公）みやぎ農業振興公社出向 畜産部次長 佐々木和明
畜産部次長 生産資材部営農資材課長 渡部　良一
畜産部次長兼生産販売課長 畜産部生産販売課長 高川　信幸
畜産部事業管理課長 畜産部事業管理課 齋藤　　力
畜産部生産販売課 畜産部生産販売課仙台食肉販売所長 畑山　和夫
畜産部生産販売課仙台食肉販売所長 畜産部生産販売課 松浦　浩司

全農みやぎ
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一般社団法人　宮城県畜産協会
定年退職（平成29年３月31日付）	 中央事業所長		  半　田　好　昭

平成29年４月１日付
新 旧 氏　名

総務課主幹 総務課主査 山﨑　　哲
中央事業所長 （再雇用） 半田　好昭

みやぎの酪農農業協同組合
平成29年４月１日付

新 旧 氏　名
哺育育成センター生産係（正職員） 哺育育成センター生産係（有期契約職員） 熊谷　　悟
哺育育成センター生産係（再雇用） 哺育育成センター所長 佐藤　広幸

公益社団法人　みやぎ農業振興公社
退職（平成29年３月15日付）	 参与（復興支援・基盤整備部担当）	 渡辺　　武
退職（平成29年３月31日付）	 畜産振興部参事兼岩出山牧場長	 門脇　秀二

平成29年４月１日付
新 旧 氏　名

参与（畜産・農村整備部担当） 参与（畜産振興部担当） 沼邉　　孝
畜産・農村整備部長 畜産振興部長 岡本　俊彦
参与（担い手育成・総務部担当兼畜産・農村整備部担当） 参与（担い手育成部担当兼復興支援・基盤整備部担当） 丹野　義弘
畜産・農村整備部専門監 宮城県農林水産部農村整備課長（採用） 谷口　　敏
畜産・農村整備部参事（畜産振興班長）兼企画員 復興支援・基盤整備部副参事（基盤整備班長） 高橋　　淳
畜産・農村整備部農地整備班上席主任主査 畜産振興部畜産振興班主任主査 千葉　友貴
畜産・農村整備部岩出山牧場長 畜産振興部副参事兼岩出山牧場副場長 庄司　　功
畜産・農村整備部岩出山牧場副場長 畜産振興部参事兼岩出山牧場長（再雇用） 門脇　秀二

平成29年４月１日付
新 旧 氏　名

家畜部長 農産部長 古内　稔悦
家畜部家畜課長 家畜部家畜課課長補佐 河野　充彦
家畜部家畜課技術主査兼中央家畜診療センター兼家畜診療研修所 県北家畜診療センター診療課技術主査 加納　茂太
宮城中央支所長 家畜部家畜課長 遠藤　和浩
県南家畜診療センター損防課長補佐 中央家畜診療センター損防課技術主査 坂井　　靖
県南家畜診療センター専門技術員 （再雇用） 大石　武志
中央家畜診療センター所長 家畜診療研修所長兼庶務課長兼中央家畜診療センター 吉目木勝策
中央家畜診療センター診療課技術主査兼家畜診療研修所 県北家畜診療センター診療課技術主査 平間　拓栄
県北家畜診療センター診療課技師 中央家畜診療センター損防課技師 黒岩　朋子
県北家畜診療センター損防課技師 県南家畜診療センター診療課技師 小堤　晃博
家畜診療研修所長兼中央家畜診療センター 中央家畜診療センター所長兼庶務課長 鈴木　利行
家畜診療研修所診療指導課技師 （新規採用） 中鉢友紀乃
家畜診療研修所診療指導課技師 （新規採用） 前道　一貴
家畜診療研修所診療指導課技師 （新規採用） 近藤　大祐
家畜診療研修所診療指導課技師 （新規採用） 樋口　大輝
家畜診療研修所診療指導課技師 （新規採用） 地主真実子

NOSAI宮城
退職（平成29年３月31日付）	 家畜部長	 大石　武志
	 中央家畜診療センター損防課技師	 山口　　猛

平成29年４月１日 第283号（　）12 （隔月１回発行）


